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第一章 緒 言

蛙 二余ハ人型結核菌F株 テ用 ヒ、種々ノ操作 二

依 リテ之 ガ抗酸 性腕却ラ企圖セ シ際、臭素瓦斯

テ以 テセバ、極 メテ簡輩且容易二之ガ目的ラ達

シ得 ラレ、該法ガ甚 グ優秀卓越 セル抗酸性脆却

法ナルテ報 告セリ。

斯 シテ得 タル非抗酸1生結核菌ガ生菌感染二封 シ

テ果 シテ如何 ナ ル免 疫 力 ラ賦 與 シ得 ルヤ、 余 ノ・

先 ヅ之 ガ前提 トシ テ今 同 ハ木 「フ ク チ ン」ノ化 學

的 性 状 ヨ リ注 射 局 所 二於 ・ケル 反磨 拉 二全 身 二封

スル 毒 性 テ検 索 シ、 併 セ テ之 ガ「ツベ ル ク リ ン」

過 敏性 賦 與能 力 如何 テ モ究 メ ン トセ リ.

第二章 臭素瓦斯作用菌ノ化學的性朕

臭 素 瓦斯 二依 リテ抗 酸 性 テ完 全 二脱 却 シ、 且之

テ多lll:二獲 得 セ ンガ爲 ニ ハ、 ソ ノ作 用 時 間 テ シ

テ30分 乃 至1時 間 ナ ラ シム ル テ 要 ス.是 既 ∴

前 回 二記 述 セ シ庭 、ナ リ。

依 リテ余 ハ既 述 ノ法 二從 ヒ、 鬼素 瓦斯1時 間作

用 ノ人 型 結 核 菌F株200醒 テ探 リテ、生 理 的 食

盤水 二依 ル乳 剤 テ製 シ先 ヅ是 ガ蛋 白 色彩 反 癒 テ

検 シタ ル ニ 「ニ ン ヒ ドリ ン」反 慮 、 「ミロ ン」反 慮

「ピ ゥ レット」反 慮 「キ サ ン ト・プ ロ テ イ ン」 反 磨

ハ全 部 陽 性 ノ結 果 テ得 、 ホ プ ンキ ス コー レ氏 反

慮 及 ピ 「ニ トロ ブル シッド」反 磨 ハ疑 陽 性 トナ リ

タ リ。

次 デ該 菌 膿 乳剤 テ 遠 心 沈 澱 雫 シ上 清 二 「ク ロ ロ

ホ ル ム」テ加 ヘ テ振 盈 シ タル後 、 分 離 セ シ「ク ・

ロ ホ ル ム」層 テ探 リ テ、Liebermann-Bruchard

氏反 慮 拉 二 且esse-Salkowski氏 反 慮 テ検 シ タ

ル ,二・ 雨 者 共 二極 微弱 陽 性 テ示 セ リ。

依 テ更 二生 菌 乳剤 テ封 照 ト シテ、 本 反 癒 ラ行 フ

rLiebermann氏 反 磨i中等度 陽 性 、Salkowski

氏 反 慮 張 陽 性 テ呈 シ又 加熱 死 菌乳 剤 二於 テハ 前

者 極 微 弱 陽 性 、後 者弱 陽 性 テ呈 セ リ。

以 上 ノ實 験 二徴 ス ルニ、 菌 禮 内 氏含 有 セ ラレタ

ル蛋 白質 ハ臭 素 瓦斯 作 用後 ト難 モ著 明 ナ ・し各種

蛋 白質 反 癒 ヲ 呈 シテ克 ク 残 存 セ ・一 認 メ タ レ
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ドモ、 醜 ツテ 「リボ イ ド」反 磨 二於 テハ 本作 用 菌

ハ生 菌 、 加 熱 死 菌 ∴比 シテ ソ ノ反鷹 度 弱 久 乃

チ抗 酸 性 賦 與 「リボ イ ド」ノ激 減 乃 至 清失 セ ル テ

推 定 セ シム ル モ ノ ア リ。 素 ヨ リ此 ノ際 例 へ菌 禮

蛋 白 ノ存 在 テ化學 的 ∴讃 シ得 タ リ トハ云 へ、 之

ガ臭 素 二依 ル影 響 ナ 久 全 クNativノ}1犬 態 ニ

ア リヤ否 ヤハ 倫疑 問 二属 ス可 キ問 題 ニ シテ、 抗

元 性 ノ有 無 二關 シテ モ輕 率 二断 定 ラ下 シ得 ザ ル

ハ論 テ挨 タ ズ、 而 シテと=就 キ テ ハ更 二後 ♂i'`:二

於 テ述 ブル虎 アル可 シ。

第三章 健常海猿皮下注射局所反磨

結 核 菌 ヨ リ抗 酸 性 テ除 カ ン トス ル 目的 ノ ーハ、

之 テ抗 元 ト シテ利 用 ス ル ニ當 リ、 注 射 局所 二於

ケ ル反 磨 デ輕 微 ナ ラ シメ、膿 内 吸牧 テ容 易 ナ ラ

シム ル ニ存 ス。 即 チ余 ノ臭 素作 用 菌 二就 テ
、 之

ガ検 索 テ ナ ス コ ト敢 テ徒 爾 ナ ラザ ル所 以 ナ ル可

シo

供 試 菌 珠 ハ、 人 型 結 核 菌F株 ぺ トラニ ヤ'一二氏

培 地5週 間 培 養 ラ探 リ、 之 ラ既 逃 ノ法 二從 ヒテ

1cc10竜 ノ乳 剤 トシ、更 二之 テ適 宜 稀 繹 シテ 厩

常0・5c・q二 所 要 菌 量 ヲ含 マ シム ル コ ト ・セ リ。

蓋 シ斯 ハ 海瞑 二於 ケル皮 下 注 射 量 ガ0.5c.c.ラP■

テ、 大 膿 適 當 ト認 メ タル ノ ミナ ラズ
、他 方例 へ

菌 量 ノ・同一 ・・=テモ例 ヘ バ100倍 稀 繹 ノモ ノ0.1

c・qハ1000倍 稀繹 ノモ ノ1c.c・二比 シ ソノ誤 差10

倍 トナ ル ニ鑑 ミ、 本 實験 ノ性 質 上、 斯 カ ル實 験

的 誤 差 テ可及 的避 ヶ ン トセ シニ 出 タ ル モ ノナ

リ。

爾 注 射 前 ニ ハ毎 同 該 乳 剤 ヨ リ5枚 ノ染 色標 本 ラ

第

製 作 シ、(チ 氏 法 ノ勃 レ ノ標 侭 モ凡 テ青染 菌 ノ ミ

ヨ リ成 レル テ確 メ以 テ愼 重 ラ期 シタ リ。

封 照 ト シテ ハ、 加 熱 死 菌 、 拉 二 「エー テ ル」脱 脂

菌 、 菌 膿 蛋 白等 テ選 ビ共 二 同量 稀 繹 液 ノ同 量 テ

注 射 シテ比 較 二供 セ リ。

表 ノ 読 明'

(±)粟 粒大 乃至 ソレ以下、(十 ノ約米粒大、(十トノ約

小豆大、(柵)約 大 豆大 、(柵 約大豆大以上 ノ夫 々

硬結 ヲ示ス。 而 シテ(a)・ ・膿瘍、(u1)ハ潰瘍、(f)

ノ・痩孔、(k)ハ 痂皮 ヲ意 味ス。 ○ ヲ附 セル ノ・未 ダ

硬結 ヲ作 ラズ浸潤 ノ程度 ヲ意 味 シ、 ソノ大 サ バ夫

々該 つ印内 ノ符號 ヲ以 テ示 セ リ。(一一)ノ・硬結 ノ消

失ヲ示ヌ。

第 一項 「ブ ロー ム」作 用 菌1雇 注 射

局所 所 見(第1表1

27頭 中硬 結 テ遺 サ ザ ル モ ノ13頭 乃 チ 牛 撒 二達

シ、 ソ ノ中 、 注 射 翌 日 二輕 度 二登 赤 セ シ モ ノ2

頭 テ算 ス。
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硬 結 ラ生 ゼ シ14頭 二於 テハX注 射 翌 日二之 ラ認

メ タル モ ノ9頭 ニ シテ、5日 後 二認 メ シモ ノ2

頭 こ7日 後 二初 メ テ認 メ タル モ ノ3頭 ア リ。 而

シテ硬 結 ノ大 サノ・多 ク・・米 粒 大 内外 一 シテ、而

モ是 等 ノ・注 射 後11日 ニ シテ4頭 ラ 剰 ス他 ノ・蓋

ク消失 シ、17日 目 一 ノ・僅 カ ニ1頭 米 粒 以 下 ナ リ

シ ノ ミ。1。㍉所 淋 巴 腺 ハ 凡 テ正 常 時 ト異 ル庭 ナ カ

リキ。

第 「項 「ブロ ー ム」作 用 菌2彪 注 射
●○局 所 所 見(第2表 〉

本 群 二於 テ ・・、 注 射 翌 日米 粒 大 乃 至 大 豆 大 以 上

ノ浸 潤 及 ビ獲 赤 ラ呈 ス ル モ ノ多 ク、 又 既 二米 粒

大 ノ硬 結 ラ示 ス モ ノモ4頭 ラ算 セ リ。 斯 カル浸

潤 及 至硬 結 ノ・4日 後 爾 遺 存 シ、 或 ハ寧 ロ、最 盛

期 ノ観 ア レ ドモ、9日 後 ニ ノ・大 多 撒 ガ消 失 シ、

2週 後 二至 レバ、 僅 二、2頭 ノ ミ夫 々米 粒 以 下

及 ビ小豆 大 ノ硬 結 ラ遺 却 一止 マ リ、3週 目 一ハ

之 モ亦 消失 セ リ。
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第 三 項rブ ロー ム」作 用 菌4竜 注 射

局所 所 見(第3表)

本 群 二於 テノ・第二 項 群 二比 シテ、 浸潤 ・ 硬 結 蛇

二登 赤 敦 レモ高 度 一 シテ、10日 目 二於 テ、 爾 米

粒 大 ノ硬 結 ラ遺 スモ ノ多 シ。17日 目 二至 レバ 牛

数 ノ・既 二硬結 消 失 シ、4週 目 一 ノ・米 粒 以 下 ノ硬

結 テ遺 スモ ノ2頭 テ算 セ リ.乃 チ以1:ノ 所 見 ヨ

リ シテ、4彪 ニ テ ノ・之 ガ局 所 吸牧 二梢 丸時 日 テ

要 ス ル ヲ認 メ タ レ ドモ 、敦 レモ、 膿 瘍 、 潰 瘍 ・

或 ノ・痂 皮 等 ノ形 成 ナ キ事 實 ノ・、 木 作 用 菌 ノ吸牧

佳 良 ナ ル ラ物 語 ル モ ノナ ・・可 シ。
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前 群 二比 シテ、 注 射 翌 日二於 ケ ル局 所 ノ褒 赤 極

メテ顯 著 二現 ハ し・、 而 シテ5日 後 ニ ノ・、 大 多 撒

ガ大 豆 大 或 ハ ソ レ以 上 ノ膿瘍 ラ作 ル ニ至 レ リ。

5週 後 所 見 二於 テ へ4頭 二尚 病 憂 ノ遺 存 ラ認

ムo

第 六 項 加 熱 死 菌4延 注射 局所 所 見

(第6表)

初 期 攣 化 ハ2薩 注 射 群 二類 似 ス レ ドモ、 治 癒 経

過 ハ之 ヨ リ遙 二遅 延 シ、5週 テ経 ル モ、爾2ム ノ、

病 攣 ラ遺 セ リ.

第L一項 「エ ー テル」抽 出 菌 膿 残 渣2雇

注 射 局所 所 見(第7表)

人 型F株 テ無 水 「エー テ ・し」テ以 テ 長 時 間浸 出

シ、 抗 酸 性ハ 除 カ レザ ル モ、 菌 膣 内 「エ ー テル」

可 溶 性 物 質 ・・完 全 一 脱 却 セ ラ レタ ル モ ノニ就

キ、'ノ ノ1、2、4逸 ラ注 射 セ シー、 本 菌 燈 物 質 ノ

吸 牧 ハ甚 グ悪 久 ソ ノ中 、2薩 皮 下注 射 所 見 プ

述 ・ぐ ンー、 試 獣 ハ敦 レモ、 注 射 翌 日 ヨ リ既 一、

大 豆 大 内外 ノ硬 結或 ハ浸潤 ラ呈 シテ、5日 後 二

至 レバ、蓋 ク膿 瘍 テ形 成 ス ル ニ至 レ リ。 而 シテ、

其 ノ後 へ 痩 孔 一 貴瘍 、 乃 至 痂 皮 テ作 リテ、 治

癒 二赴 ケ ドモ、 此 ノ際 、 治 癒 二至 ル 日数 ガ、 加

熱 死 菌 二比 シテ短 ク、30日 後 既 二殆 ン ド病 攣 テ

存 セ ザ リ シ事 實 ・・些 力注 目 二償 ス可 キ事 項 ニ シ

テ、 同 様 ノ所 見 ハ4雇 注 射群 二於 テ モ亦 認 メ ラ

レ、 乃 チ本 菌 膿 残 渣 二在 リ テノ・、抗 酸 性 コ ソ除

力 しザ ルモ菌 膿 内 二 多量 二含 有 セ ラ レタ ・し「エ

第

第 6 表

接 種 元 加 熱 死 菌4彪
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7表

接 種 元

海瞑番號

'履結

翻!

腰 赤

硬結5日
・

目 獲 赤

__」__

10Hi硬 結

目癒

「エ ー テ7VJtIBt脂 菌2睡 「エ ー テ ル 」脱 脂 菌4睡

961g7ig8ig911・ ・[璽1・ ・211・3ii・4[1・Sl・ ・1}・・711・81・321・33i134i・35:・36i137113

1-1-『,尋

至塑i⑱1壁1細1
++++i+曲 矧+}柵

　　

冊1惜!++榊 「惜l
ala

、三 迷 」里1三1』_

十

111

+ピー固 亙E巴

』 萎陰i∴i蕪1嚢1
　 　

aala・alalaa
.皇_

十

什

十

一1

-± 十 一 十

一因 墨 二土 π

±

　

T
k
=

柵柵

下

=

τ

=

TT嗣 柵1

卦
k世

柵1柵1柵

L.一.._、_._1-_

柵 柵++1{・H・

÷ ÷ 』⊥三
1柵

剛 柵

雛
÷巴1

柵

「
骨

十十

1+州 翻

+"
一,i-11,lll-i±一一_Lt丞

+什1柵1_

柵
a
「

」._

柵

f

十



第1號 】 森 二抗酸性暁却結核菌蛇 二結核菌盟成分 ニヨル免疫 ト組織 墾化 ノ研究 15

漏廊 窄 二」
目瞬 一… 一
一一一一i-i-一 一 一i-一

十{±
kik

…鵬 陵 に

±
k

kO日嶽 」1=ご 二= 一
_i-1__ 』L-_一 一_

　 　

30日 硬 結;一 一 一i一 一 一

目}i 糠 赤

,一;一 一 一 一 一

±
k一

±
k

十
k一

_段+i+i什1什1_

一}筆i÷劃τ
一1-一 一=一一・一}-i一

i十1十 十!一

}k;k・ 一

±

　 　

1.一一一一..

ll十[　 　　 　

1;kl
引 一

1

一 一 一 一1-

}},

什
k

十
k

±

一一}一

一 一 一1

摺;

什
k

一1-

___」__

__1+

柵
k

十
k

一 「 一 一 一

第八 項 大 ち1:接種 局所 所 見(第8表1

(1)臭 素作 用菌20彪 ノ大 量 テ 海 狸 二皮 下 接 種

セ ル ニ15日 後 二至 レバbソ レ以 前 二反 シテ小 豆

大 以 下 ノ硬 結 斗示 スモ ノ全 部 二及t'、25日 後 ニ

ノ・ソ ノ中 牛数 清 失'i
b更 二35日 後 ニ ハ既 二大 多

撒 ガ吸 牧 清 失 シテ、 極 一 部 ノ ミ諺022個 中4個

ガ粟 粒 大 乃 至 ソ レ以 下 ノ硬結 ト シテ遺 レ リ。

第 8

`2)次 二人 型F株 結 核 菌 テ 「アル コー ル」「エ ー

テル」「クロ ロホ ル ム」 テ以 テ浸 出 脱脂 セ シ残 濱

ラ更 二Woolridge氏 法 ラ以 テ塵 理 セ シ菌 禮 蛋

白(核 蛋 白)テ 供 試 シ、 ソ ノ25睡 皮 下接 種 局 所

=}観 察 スル ニ
、25日 後 一一ハ大 多数 既 二清 失 シ30

日後 一;一.ノ・21個 中1個 ノ ミガ、僅 二粟 粒 以 下 ノ硬 一

結 トシ テ遺,し二過 ギ ズ、 他 ハ書 ク ヨ ク吸牧 清 失 、

表

接種元 結 核菌蛋 白25mg
「　 孟6謄 脂菌L

臭素作聴2・mg
「エ ー テル 」脱 脂

菌1mg

期 日

大 サ

5日

(%)

10日
i15

日125日1 30日 5日

(%)

10日 15日 25日

1

30日 5日

(%)

10日 15日 20日

}一 一▼r}-

25日
1
30日 5日

ぐ%)

10E 15日
i20日

(一) 12 32 14 75 95io 0 0 50 92 0 14
0

33 39 50 81 50 72 86 95

粟粒下 0 3 0
響

24

8 5 0 0 0 25 8 0 3 0 11 5 0 0 9 5

粟粒大 0 10 17 0 0 0

0

50

25 8 0 0 0 19 29 31 14 9 9 5 0

米粒大 9 26 14 0 0 0 0 8 0 9 15 29 25 8 0 9 14 o!o
小豆大 36 29 31 0 0 9 '50

9 0 43 45 16 7 0 0 23 5 olo
大豆大 30 0 0 0

0

0 58 50 25 0 0 31 36 0 0 0 0 9 0 0 0

1大 セこ大 以1: 12 0 0 0 0 33 0 0 olo 17 0 0 0 0 0 10 0 0 0
1

セ シメ ラ レタ リ。 即 チ之 テ 臭 素 作 用 菌20延 注

射 ノ場 合 二比 ス レバ、 ソ ノ憂 化 輕 微 ニ シテ、 吸

牧 傘 叉 佳 良 ナ ル テ認 メ得 可 シ。

(3)次 二 「エー テ ノし」脱 脂 人型F株 結 核 菌10延

接 種 局所 ラ親 察 ス ル ニ、15日 後 二 於 テ モ大 多

数 ハ小 豆 大 以 上 一 シテ痩 孔 、 潰 瘍 或 ハ痂 皮 等 ラ

有 シ、25日 テ経 ル ニ牛激 ノ・消 失 ス レ ドモ尚 小 豆

大 乃 至 米粒 大 ノモ ノ少数 存 セ リ。而 シテ30日 目

二於 テ ・・、大 多数 ハ清 失 シ、12個 中1個 ノ ミ粟

粒 以 下 ノ硬 結 テ遺 セ リ。 然 レ ドモ、 本 脱 脂 菌 二

於 ケ ルii'」失 ハ、 前 二 者 二認 ム ル ガ如 キ吸 牧 二基

ク モ ノニ非 ズ シテ、自壌 治 癒 ノ現 象 ト構 ス可 ク、

雨 者 ノ間 二自 ラ相 違 ア リ.從 ツ テ軍 二第8表 ノ

ミ ノ所 見 ヨ リセバ 、 一一見 恰 モ本 菌 ノ清 失 速 度 大

ナル ガ如 ク見 ユ レ ドモ、 吸牧 傘 ノ鮎 二於 テ ・・L

述 ノ理 由 ヨ リ シテ、 前 二 者 二遙 カ ニ優 レ リ ト思 、

惟 セザ ル可 ラズ。

第 九項 小 括

以 上 ノ所 見 ラ通 覧 セバ、 臭 素作 用 菌 ノ注 射 局所

二於 ケル吸 牧 ガ加 熱 死 菌
、 或 ハ 「エ ー テ ル」脱 脂

菌 二比 シテ良 好 ナ ル ハ瞭 カ ナ リ。 而 シテ ソ ノ1

廷 ニ テ ・・例 へ硬 結 テ生 ズル モ撒 日 一 シテ完 全 二

吸 牧 セ ラ レ、 更 二大 量 テ用 フ ル時 モ、 初 期 一 ・・

局所 二浸 潤 、 褒 赤 、 後 一 ハ硬 結 ラ示 ス ニ至 レ ド

モ、漸 次 清失 二赴 キ、痩 孔 、潰 瘍 等 テ形 成 ス ル コ

ト無 シ。 帥 チ加 熱 死 菌 、 「エ ー テ ル」脱 脂 菌 二認
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メ タ ル ガ如 キ、 自壌 、 治 癒 ノ現 象 ・・起 ラザ ルナ

リ^

然 レ ドモ之 テ同菌 株 ヨ リ得 タル菌 膿 蛋 白 一比 ス

レバ、 ソ ノ吸 牧 傘 二於 テ梢 ミ劣 ル塵 ア リ.

サ レバ臭 素 二依 リテ抗 酸 性 ラ脱 却 セ ラ レ タル結

核 菌農 ガ蛋 白以 外 倫 幾 分 ノ吸 牧 困難 ナ ル可 キ物

質 テ含 有 セ ル コ トハ 想像 二難 力 弓ズ。 然 レ ドモ

之 ガ 「エ ー テ ル」二依 ル ヨ リ以 上 二脱 脂 セ ラ レ居

・レコ トモ亦 認 メ テ可 ナ ルベ シ。 而 シテ之 ノ・余 ガ

先 二 「エー テ ル」ノ ミニ依 リテ抗 酸 性 ラ除 キ得 ザ

リ シ塵 ト全 ク相 一致 セ ル結 果 ナ ル可 シ。

第四章1ツ ベルク リン」皮膚過敏性賦與實験

禮 重400瓦 内外 ノ雄 性 海 狽 ラ供 試 シ、 豫 メ傳 研

製 蕾 「・ソベ ル ク リ ン」10倍 液 ラ 以 テ皮 内反 慮 陰

性 ナ ル テ確 メ タル後 、 之 ラ三群 二分 チ テ臭 素作

用 菌 ノ夫 々1彪 、1-2廷 、1--2-4彪 ラ皮 下 注

射 シ、 又 封 照 ト シテノ・加 熱 死 菌 ノ夫 々 同量 前 庭

置群 及 人 型F株 生 菌1甦 感 染 群 テ設 ケ タ リ。

注 射 部 位 ハ左右 腹 側 部 ラ以 テ シ、 反 復 注 射 テ施

セ シモ ノ ・注 射 間 隔 ハ4日 トナ セ リ。

「レー メル」反 慮 ノ検 索 ハ 注 射 後30日 目 二
、10

倍 、50倍 、100倍 稀 澤 茜 「ツベ ル ク リン」テ以 テ

行 ヒ、封 照 ト シテ ハ 「グ リセ リ ン」肉汁 ノ10倍 生

理 的 食盤 水稀 繹 液 テ用 ヒ タ リ.

「レー メ ル」反 慮 ノ判 定 ニ ハ 主 トシテ、10倍 「ツ

ベ ル ク リ ン」注 射 部 二於 ケ ル攣 化 テ以 テ シ、之 二

50倍 、100倍 稀繹 液 注 射 部 拉 二 「グ リセ リ ン」肉

汁 注 射 部 ノ攣 化 ラ参 酌 セ リ。

ソ ノ標 準 ハ次 ノ 如 キモ ノニ シテ、敢 テ 「レー メ

ル」本 法 二準 縁 セザ ル庭 ナ レ ドモ、蓋 シ斯 ハ本 實

験 ガ生 菌 感 染 二非 ル テ似 テ、 勢 ヒ現 象 ノ登 現 輕

微 ナル テ免 レズ、 從 ツ テ ソ ノ観 察 又 微 妙 精 緻 ナ
　

ル可 キ テ以 テ ニ シテ即 チ之 二依 リ加 熱 死 菌 或 ノ・

本 臭 素 作 用死 菌 ガ ソ ノ免 疫 量 ノ相 違 二件 ヒテ現

ハ 入可 キ 「ツ」反慮 張 弱 ノ度 合 子比 較 セ ン トノ意

圖 二出 タル モ ノナ リ。 然 レ ドモ他 方 二於 テ、 本

標 準 ラ以 テ判 定 セ ラ レタル 「ツ」反 慮 ガ 「レー メ

ル」原 法 二比 シテ ソ ノ表現 過度 二失 セ ル爲 、爾 者

ノ比 較 困難 ナ ル 可 キ憂 ア リ。是 余 ガB.C.G.1

死 感 染群 拉 二生 菌F株 感 染 群 ヲ封 照 トシ、 同一

判 定 標 準 ノ下 二、之 ガ比 較 テ試 走タル所 以 トス。

「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 判 定標 準 。

〈一)24時 間後 褒 赤 、 腫 脹 アル モ(10倍 稀 稗 液 注

射 部)ソ ノ直 脛0.5糎 以 下 一 シテ、48時 間後iil∫

腿 或 ハ封 照 肉 汁 ト同 程 度 ナ ル モ ノ。

(±ノ24時 間後 登 赤 、 腫 脹 、浸 潤 ア リテ.直 径0.5

糎 以 上 ラ 有 ス レ ドモ、48時 間 後 浦腿 乃 至 直 脛

0.5糎 以 下 ナ ル モ ノ。(10倍 「ツJ注 射 部 所 見)

(+)10倍 「ツ」注 射 部48時 間 後 二術 直 脛0.5糎

以 上 ノ獲 赤 、 腫 脹 浸潤 テ有 スル モ ノ。而 シテ50

倍 「ツ」乃 至 時 ト シテハ100倍 「ツ」注 射 部 モ亦 反

磨 テ遺 セ リ.

(十)48時 間 後10倍 「ツ」注 射 部 二於 テ爾 直 径1

糎 テ超 ユ ル獲 赤 、 腫 脹 、 浸 潤 ラ呈 ス ル モ ノ。 而

シテ100倍 「ツ」注 射 部 モ 殆 ン ド凡 テ48時 間 後

迄 反 癒 ノ遺 存 テ示 セ リ。

(帯)48時 間後10倍 「ツ」注 射 部 二於 テ爾 直 径2

糎 以 上 ノ嚢 赤 、 腫 脹 、 浸 潤 ラ呈 スル モ ノ。

(冊)10倍 「ツ」注 射 部皮 膚 硬 結 シ、前 者 二加 ヘ テ

出 血 或 ハ壊 死 テ示 ス モ ノ。

第 一 項 臭 素 作 用 菌 注 射 群(第9表)

(イ)1薩 前 塵 置群 。

第9表 二示 ス如 久 本 群 二於 テノ・、11頭 中僅 カ

ニ1頭 ノ ミ弱 陽 性 成 績 ラ示 シ
、 而 シテ該 試 獣 ハ

更 二50倍 稀 繹 「ツA"iル ク リ ン」二封 シテ モ亦 皮

膚 過 敏 症 ラ呈 セ リ。

爾飴 ノ10頭 二於 テへ 然 レ ドモ3頭 ノ± ヲ示 セ

ル以 外 盤 ク陰 性 ナ リ。

(ロ)1-2醒 前 塵 置 群 。

第9表 二見 ル如 久 本群 二於 テ ノ・試 獣4頭 盤 ク

陰 性 二終 リ、48時 間後 反 鷹 ノ遺 存 セル モ ノ1頭

ダ ニ ナ シ。

(ハ)1-2-4竜 前 塵 置群 。

第9表 二示 ス如 久 本 群 ハ9頭 ヨ リ成 レ ドモ、
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第 9 表

免 疫 元 臭 素 作 用 菌1彪
「

同1-2謡 同1-2-4彪

海猿番號 ・181・21・6;・71・81・gi2・1221231% 4帥5i3・ 13i7国 ・3i・4135136}3・134

毛 色

24

時

間

48

時

問1100"

剣

白

10倍0.4

50,,=

i100、,I

GB.

10倍o:3

50,,=

G.B.=

莞 一 王

白 白 白

0.40.30.6

-一 ・0
.5

--0.6

-1-o.3

0・7i-

=二=0.4

-1-1-

;目ヨ

白
茶
三

二

二

二

二

二

一
=

=

白
墨

脇
三

二

二

二

一
三

一
=

白
黒
亜

a5
ゴ
ー
三

側
-「
「
三

,ゴ
卸

白
茶
亜

二

二

二
壁

二

二

二
±

皇

堅

二

二
鵬
三

二

二

一
=

玉
0.2

白 白
毛 黒 黒

o.2δ汚

二 ニ ヒ

翻 白顯 暴亟1亟璽壷
1亜厘

三三}蓼巖i達旨

白

=

=

旦

留
=

白

三

白

輌

白
茶
蕊

三=日 三園唾i四二

一一

一一

一一

≒爆壁
幕嘉濡 三±

ツ ノ中、中等度陽性ナルモノ3頭 、弱陽性 ノモ

ノ2頭 ノ多数二上 リ、± ノ成績 テ示 セル2頭 ラ

除 ケバ陰性二終 リシモノノ、僅 二2頭 二過 ギズ。

即チ前二群二比 シ「ヅ」過敏症 ノ登現極 メテ顯著

ナル庭 アリタリ。

實験小括。

臭素作用 二依 リテ得 タル非抗酸性人型F株 死菌

テ以テ前塵置ラ行 フ時試獣二封 シ「ヅ」過敏性ヲ

賦與 シ得可 シ。但 シ毎常ナラズ。即チ全量最大

7彪 チ皮下接種セル群二於テ、比較的顯著ナル

第

「ツ」反 癒 ノ出現 ア レ ドモ、 倫2頭 ノ陰 性 ア リ、

而 シテ全 注 射 量 之 ヨ リ小 ナ ル他 群 二於 テ ハ、 寧

ロ陰 性 ナ ル モ ノ ・多 キ テ認 メ タ リ。

第 二 項 加 熱 死 菌 注 射群

(イ)1涯 前 虎 置群 。(第10表)

試 獣7頭 中、 中等 度 陽性 テ示 ス モ ノ3頭 、 弱 陽

性 テ示 スモ ノ1頭 、 帥4頭 ハ 「ツ」過 敏 症 ノ登 現

ア リテ、 陰 性 ナ ル モ ノ僅 カ ー2頭 二過 ギ ズ。 之

テ臭 素 作 用 菌 ノ同量 前 塵 置群 ト比 較 セバ 雨 者 ノ

間 二明確 ナ ル差異 ラ認 メ得 可 シ。

10表

免 疫 司 加 熱 死 菌1睡 同1-2彪 同1-2-4彪

海瞑番號 5・國5215315415515615715815gl6・16・ 6216364 65;66167168169
毛 色 白黒 ,, ,, ,, 白茶

砺
禰

三毛一
1.5

三毛 白茶 白
石

三毛1 ,, 白茶

鷺國 白黒
,, 三毛

24110倍
■一 1.3 2.0 0.6 一 1.5 過隆 0.5

一 一
〇.5

一
1.5 0.7 0.5 1.5

時

間

50,, 一 1.0 1.0 0.7
-

0.7
-

0.5

1.ol-11.0 0.7口.010.5 1.5

一

0.5 一 0.6

=

1,OlO.4 1.0

0.8

一
一一一}1-

10
.3

1.4

100,,一
一

一
一

0.7 1.0
一
〇.5

-

0.2

-

一

1

5

1・・1一匡 遍 至 匡!
一 一1

_
1

τ6i-

0.7一伽

0.5 0.5
i

l-iO・7

一
1.0

G.B.き

一
〇.4

-

1.0

一
〇.4

-

2.0
-

0.8

『

一二

1.2
電一}-

0.6

一10 .510.40.61_
!__1_

0,510.5 0.410.2トi・.4

i
0.2一 0.2 0.3

■

一
一
一

一一

〇.8
-

0.4
-

0.5

一
一

一

1.51

=
1

『
48110倍

臨 延
0.7

-

0.4

0,811.5--
0.31.01一

一
一

1

一1-一
_1 {『

0.50,810.4
-[-1-一 一
一 一 〇

.81一

一
璽L!』io・6
-10 .20.7

」

一

一

一
〇.8

=

一 0.5 一
1 1 ト

一i-「=1=国 ・・31巫100,, 0・710脅1⑩ 一
『
一

0.7一間儲
一

一

一 一 一 0.1}
十十

一

一

1

0,310.30.2 0.4一1 Il
_1_1

マ「1±El+岸1テiテrri+

_1_

剣 定 什 督 十 ± マrlTiT「 下一

てロ)1-2雇 前 塵 置 群 。(第10表)

試 獣7頭 中 陰 性 ナ リ シモ!1頭 二過 ギ ズ シテ、

4頭 ハ陽 性 就 中3頭 二中 等 度 陽 性 テ見 ル。(イ)

群 二比 シ稽 ㌃陽 性 傘 高 ク、 臭 素 作 用 菌 同量 塵 置

群 二比 シテ著 シキ差 ラ生 ゼ リ。

1ハ)1-2-4延 前 塵 置群 。(第10表)

本群 二於 テハ、 試獣 蓋 ク陽1性 テ示 セ リ。 但 シ反

慮 ノ張 度 二於 テ ハ、 必 ズ シモ、 注 射 量 ト拉 行 ス
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ル 塵 トナ ラズ。 自Pチ蓋 ク弱 陽・1生ニ シテ(イ)(ロ)

群 二比 シテ中等 度 陽 性 率 少 シ。

然 レ ドモ、 之 テ臭 素 作 用 菌 ノ同量 前 腿 置群 ト比

較 セ バ後 者 二爾 陰 性 乃 至 「±)ノ モ ノ過 牛数 ナ リ

シニ反 シテ、 本 群 ニテ ノ・1例 ダ ニナ シ。 從 ツ テ

加熱 死 菌 二依 ・し「ツ」反 慮 ノ登 顯 ノ・臭 素 作 用菌 二

比 シテ強 度 ナ リ ト云 ヒ得 可 シ。

實 験 小括 。

加 熱 死 菌 前虎 置 二依 リテ 「ツ」過 敏 性 テ賦 與 シ得

可 シ。 但 シ毎 常 ナ ラズ。1乃 至3涯 注 射 群 二於

テノ・陰 性 二終 ル モ ノ時 二存在 ス。 然 レ ドモ、7

彪 二依 リテ ハ蓋 ク 陽 性 二 轄 ジタ リ。 援 現 ス ル

「ツ」反 磨 ノ強度 ハ 必 ズ シモ、 前庭 置 量 ト拉 行 セ

ズ。 而 シテ加 熱 死 菌 ハ 臭 素作 用 菌 二比 シ「ツ」反

慮 ノ登 現 遙 二高 シ。

第 三 項B.C.G.注 射 群 。(第11表l

B.C.G二 依 リテ 「ツ」「ア レル ギ ー」ノ登 現 ス ル ハ

素 ヨ リ周 知 ノ麗 ナ レ ドモ、 余 ガ敢 テ弦 二記 載 ス

ル所 以 ノモ ノハ 、 之 ヲ封 照 ト シテ、L記 「ツ」反

慮 牛掟 標 準 ヲ比 較 セ ン 墜 ル ニ他 ナ ラズ.

而 シテ、本 群 ハ14頭 ヨ リ成 リ凡 テ1甦 前 庭 置 ラ

第11

行 ヘ リ。表 ニ ヨ リ明 カナ ル如 久 本 群 感 染 後30日

目 二於 テノ・中 等 度 ノ「ツ」反 慮 陽 性 テ示 ス モ ノ大

多 数 ラ占 メ、弱 陽 性2頭 、強 陽 性1頭 二過 ギ ズ。

即 チ之 ヨ リセバ余 ノ用 ヒ タ ル「ツ」反 鷹 判 定 標 準

ニ テ「十 」ラ示 ス揚 合 へ 相 當 強 キ 「ツ 」「ア レル

ギ ー」テ有 ス ル モ ノ ト認 メ テ可 ナ ・しべ 久 從 ツテ

臭 素 作 用菌(或 ノ・加 熱 死 菌)二 依 リテモB・C・G・

二劣 ラザ ル強 度 ノ「ツ」「一=・'レルギ ー」テ賦與 シ得

可 キ場 合 ノ存 ス ル ラ識 リ得 タ リ。
　

第 四項 人 型F株 結 核 生 菌 感 染 群

臭 素 作 用 或 ハ加 熱 ニ ヨル死 菌 子以 テ賦 與 セ ラル

ル'「ツ」「ア レル ギ ー」ノ強 度 ノ・以 上 ノ實 験 二依 リ

テ、 略 ≧推 定 シ得 可 シ ト錐 モ、更 二比 較 二便 ナ

ラ シ メ ンガ爲 、 余 ハ人 型F株 生 菌1延 子4頭 ノ

海 猿 二注 射 シ、30日 後 二於 テ、 余 ノ標 準 二倣 ヒ

テ 「ツ」反 慮 テ検 索 セ リ.

ソ ノ成 績 ノ・第11表 二示 ス ガ如 ク=一シテ、強 度 二

陽 性 ラ示 シ、 臭 素 作 用 菌 テ以 テ シテ ・・、7匙 ノ

大 量 ニ テ モ斯 カ ル程 度 迄 「ヅ」反 慮 弓焚 現 セ シメ

難 キ ラ認 ム.

表

免 疫 元1 B.CG.1彪 人型F株 生菌1彪

海狸 番 號 41 43144
「

45 46 47 70 71 72 73

毛 色 三 毛 白黒 三 毛 白黒 白黒 白 白茶 三 毛.白 白黒

10倍 0.5 1.5 1.5 2.0 1.8 0.5 1.5 2.5
1.4

Blutg 3.0

一

50,, 0.4 1.0 0.5 1.5 1.0 0.5 1.0 2.5 1.0 1.5

100,, 一 1.0 0.7 1.0 0.8 一 0.8 2.4 1.5 1.2

G.B. 一 一 一 一 一 一 一 0.4 0.5 0.5

10倍 0.4 0.8 0.5 2.0 1.0 0.5 1.0 2.0 2.0 2.5

50,, 一 0.6 0.5 0.8 1.0 一 1.0 0.8 1.3 1.2
一 曽

100,, 一 0.4

一

一 1.0 1.0 一 0.5 1.5 0.9 0.7

G.B. 一 一 一 一 一 一 一 0.4 0.3

列 定1_
十 1十 十 十十1柵 朴 十 柵[網 柵 柵

第五章 考 按

Boissevaina.Schaeffer-=依 レバ 、結 核 菌 ノ抗

酸 性 トrツ 」「ア レル ギ ー 」 トハ 同 時 二 有 在 ス ル モ

ノ ト云 ハ レ、'乃 チ 彼 等 ハ 研 磨 或 ハ 盤 酸 乃 至 「リ

ノ レ イ ン」酸 二依 リ テ 非 抗 酸 姓 タ ラ シ メ タル結

核 菌 テ海 瞑 腹 腔 内 二注 射 スル モ、 皮 膚 「ツ」反 癒i

陰 性 ニ シ7、 反 之加 熱 死 菌 一=依 リテ ・・Petroff
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モ唱 フ ル 如 久 之 テ陽 性 ナ ラ シ メ 得 タ リ。

Zinsser,Ward,Jenningsノ ・加熱 死菌 ガDreyer

氏 「ワ ク チ ン」二比 シテ 「ツ」反 慮 出現 度 著 シ ト唱

へ
、Petroffa.Stewartモ 同檬 ノ論 二到 達 ス レ

ドモ、Mc.Jarkinノ ・之 ト全 ク相 反 セル成 績 テ

示 セ リ.Zinsseru.Petroff,Petroffハ 「ヌ ク

レ オ ブロ テ イ ン」ガ 加 熱 死 菌 二劣 ル塵 ア ル テ詮

明 シ、 税 所 氏 モ亦 同檬 ノ關 係 テ認 メ タル ノ ミナ

ラズ、 更 二Dreyer氏 「ワ ク チ ン」Mc・Junkin

氏 「ワ ク チ ン」二比 シテ モ加熱 死 菌 ハ最 モ優 ル テ

立 謹 セ リ。

Petroffu.Stewart二 依 レバ、臭 素及 ビ 「ア セ ト

ン」テ 以 テ非抗 酸 性 ナ ラ シメ タ ル結 核 死 菌 ハ何

等 化學 的操 作 テ 受 ケ ザ ル モ ノー比 シ「ア レル ギ

ー」褒 現 能 力劣 ル ト稔 セ ラ レル ドモ、Ruby,M.

Bohartノ ・之 二反 シテ、 「カル ボ ー ル フ ク シン」

「エー テ ル」等 ノ化 學 的 方 法 二基 ク結核 死菌 ハ加

熱 死 菌 二比 シテ却 ツ テ該 能 力 強 キ テ提 唱 セ リ。

斯 ノ如 ク非 抗 酸 性結 核 菌 ノ「ツ」「ア レル ギ ー」賦

與 能 力 二關 シテハ或 ハ加 熱 死 菌 二優 ル トナ シ或

ハ 之 二劣 ル ト構 シテ、 論 旨一定 ス ル塵 トナ ラザ

レ ドモ、 余 ノ得 タ ル成 績 ヨ リ之 ヲ 観 レバ前 者 二

該 當 シ、 乃 チ臭 素 瓦斯 二依 ル非 抗 酸 性菌 注 射 試

駄 ハ加 熱 死 菌 ノ夫 二比 シ「ツ」皮 内反 磨 ノ登 現 劣 レ

リ。之 ガ理 由 二關 シテBoissevaina・Schaeffer

ハ非抗 酸 性死 結 核 菌 ガ然 ラザ ル モ ノニ比 シテ、

注射 部 位 二於 ケル組 織 學 的 結 核結 節形 成 度 甚 ダ

弱 ク,比 較 的 迅 速 二白血 球 二依 リテ破 壌 セ ラル

ニ蹄 シ、 乃 チ動 物 盟 内 二於 テ破 壌 サ レザ ル菌 艦

蛋 白 ノ存 在 ガ「ツ」「ア レル ギ ー」ノ形 成 二不 可 訣

ナ ル所 以 ラ力 設 セ リ。

然 レ ドモ、 此 ノ際 考 フ可 キへ 彼 等 ノ得 タル非

抗 酸 性 結 核 菌 ガ強 度 ナ ル盤 酸 或 ハ不 飽 和 脂 肪 酸

二依 ル加 熱 等 ノ爲 一、 甚 シク ソ ノ菌 盟 二影 響 テ

受 ケ、 抗 元 性 形 成 成 分 ラ破 壌 セ ラ レ居 ラザ ル ヤ

否 ヤ ノ疑 問 ニ シテ、 直 チ ニ彼 等 ノ設 テ認 容 シ得

ザ ル庭 ア リ。 而 シテ局 所 結 節 形 成 度 如何 二關 シ

テへ 余 ハ余 ノ臭 素 作 用 菌 テ以 テ 目下 之 テ検 索

中 ナ レバ、 他 日報 告 ノ機 會 二於 テ、 之 ラ明 カ ー

ス可 シ。 然 レ ドモ、 翫 二第三 章 二於 テ認 メ タ ル

ガ如 ク臭 素 作 用 菌 二依 リテ生 ズ ル局 所 反 鷹 ガ加

熱 死 菌 ノ夫 二比 シテ肉 眼 的 二遙 二輕 微 ナ リ シニ

鑑 ミ、 「ツ」皮 内 反慮 ノ強度 ガ免 疫 元 注 射 局 所 二

於 ケ ル反慮 ノ強 度 ト相 卒行 ス ル モ ノナ ル ノ・認 メ

得 可 ク、而 シテ之 ノ・今村 、税 所 、 渡 邊 、 住 吉 氏

等 ノ唱 フ ル所 ニー致 セ リ。

第六章 結 論

(1)人 型 結 核 菌F株 二臭 素 瓦斯 テ作 用 セ シム ル

ニ、 該 菌 ノ呈 スル化 學 的 蛋 白反 鷹 ハ尚 陽 性 ニ シ

テ、 「リボ イ ド」反 慮 ハ生 菌 乃 至 加 熱 死 菌 二比 シ

テ弱 度 ナ リ。

(2)臭 素 作 用 菌 デ海狽 皮 下 二注射 セ シ場 合、 局

所 二生 ズ ル反 慮 ハ加熱 死 菌、 「エー テ ル」脱 脂 菌

二比 シテ輕 度 ニ シテ
、 痩 孔 潰 瘍 等 形 成 ノ傾 向少

ク、 速 二吸牧 清失 二赴 ク。 然 レ ドモ該 吸 牧 傘 ハ

同 菌膿 蛋 白 二比 ス レバ劣 レ リ。

(3)臭 素 作 用 菌 二依 リ「ツ」「ア レル ギー」テ賦 與

シ得 可 シ。 但 シ本 實 験 二用 ヒタル 量 テ以 テ シテ

ハ、 ソ ノ褒 現 毎 常 ナ ラズ。 且 ソ ノ度 ハ加 熱 死 菌

一比 シテ劣 レ リ。然 レ ドモ、 時 二臭 素 作 用菌 テ

以 テ、B.C.G.ト 同程 度 ノ強 キ 「ツ」反 慮 ラ得 ル

コ トア リ。

欄 筆 二臨 ミ終 始 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 御 配 慮 ラ賜 リ

タ ル恩 師 戸 田教 授 二深 ク感 謝 シ、 併 セ テ御 校 閲
覧

ノ勢 テ辱 フセル恩師赤岩教授 二封 シ喪心 ヨリ謝

意テ捧 グ。
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